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途上国、ボランタリークレジットへの取組みに乗り出す 

途上国におけるボランタリークレジット取引市場への取組

みが相次ぐ 

UNFCCC の COP２７に合わせて、様々な取組みが発表されているが、その

中には、途上国政府におけるボランタリークレジットへの取組みもいくつか含

まれていた。 

まず挙げられるのは、アフリカ炭素市場イニシアチブ（ACMI）である。アフリカ

は現在，最大の年間炭素クレジットの約 2%しか生成していないが、2030 年ま

でに年間 3 億，2050 年までに年間 15～25 億のオフセットを生成するという

野心的な計画を掲げた取組みである。VCM ブームは 2030 年までに 3000 万，

2050 年までに 1 億以上の雇用を創出するとみている。しかし、アフリカの市

場の拡大には多くの課題があることも認めている。 

それ以外にも、ラオスが、森林保護のためにパリ協定第 6 条の下での取組み

や、ボランタリークレジットを通じて資金を調達することも視野に入れていると

閣僚が COP27 のサイドイベントで発言したとの報道や、サウジアラビアが、公

的資金を、地域のボランタリーカーボン市場に携わる企業に投資したとの報

道もある。 

ボランタリークレジットが途上国にとって、新たな温暖化対策の資金源となりう

るとの見方が浸透し始めているとも言える。一方で、今後、これらの取組みが

果たして、どれだけの成果を挙げていくことができるのか、未知数である。 
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